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１．はじめに 

「平成 29 年（2017 年）7 月九州北部豪雨」災

害は、7 月 5 日から 6 日にかけて九州北部を中心

とする福岡県と大分県で大規模な豪雨災害（住

家被害：土砂災害 2617 棟以上，人的被害：死者

39 名）が発生した。（図１）この発生した災害

時の気象は、梅雨前線が 7 月 5 日から 6 日にかけ

て西日本に停滞し、この影響で、九州北部地方

を中心に大雨となった。九州北部地方では、対

馬海峡付近に停滞した梅雨前線に向かって暖か

く非常に湿った空気が流れ込み、前線の南側で

線状降水帯が形成された。福岡県及び大分県で

は、5 日昼頃から夜遅くにかけて猛烈な雨が降り

続き、記録的な大雨となった。これにより、5 日

17 時 51 分に福岡県、19 時 55 分に大分県に、大

雨特別警報を発表した。福岡県朝倉市で 129.5 
mm の 1 時間降水量を観測したほか、最大 24 時

間降水量は福岡県朝倉市で 545.5 ㎜、大分県日田

市で 370.0 ㎜となって平年の 7 月の降水量を超え、

福岡県・大分県で記録的な大雨が発生した。

（気象庁，2017） 
九州豪雨災害で、大規模な豪雨災害に見舞わ

れた福岡県・大分県付近を対象に、国土交通省

が整備を進めている X-band MP レーダ雨量情報

を使用して豪雨の特徴と概要を報告する。 
 

２．気象状況 

福岡県・大分県で発生した平成 29 年 7 月 5 日

から 6 日の大雨では、対馬海峡付近に停滞した

梅雨前線に向かって大気下層に大量の暖かく湿

った空気が流入するとともに、上空に平年より

も気温が低い寒気が流入したため、大気の状態

が非常に不安定となった。 
7 月 5 日の気象状況は、朝鮮半島南部から中国

地方にのびていた梅雨前線がゆっくり南下し、

前線に向かって温かく湿った空気が流れ込み 
 

 

不安定となった。（図 2） 
7 月 6 日は、梅雨前線が九州北部地方に停滞し、

大気の状態が不安定となった。この梅雨前線に

向かって大気下層に大量の暖かく湿った空気が

流入するとともに、上空に寒気が流入したため、

大気の状態が非常に不安定となり、積乱雲が発

達した。積乱雲が同じ場所で次々と発生し、東

へ移動することで線状降水帯を形成し、同じ場

所に強い雨を継続して降らせた。 
 

 
図 1 福岡県朝倉市（国土交通省九州地方整備局） 

 

 
図 2 地上天気図 2017.7.5 15:00（気象庁） 
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３．雨量情報の解析 

国土交通省では、局所的な雨量をほぼリアル

タイムに観測可能な X-band MP レーダの整備を

進めている。従来の C-band レーダ（定量観測半

径 120km）は広域的な雨量観測に適するのに対

し、X-band MP レーダ（定量観測半径 60km）は 
観測可能エリアは小さいものの局地的な大雨に

ついても詳細かつリアルタイムでの観測が可能

である。本研究では、平成 29 年 7 月 5 日から 6
日に観測された降水量の最も多かった九州北部

の降雨量を X-band MP レーダ雨量情報を活用し、

地理情報システム（GIS）を使用して、予測され

る災害の発生地点、被害の拡大範囲を解析する。

X-band MP レーダ雨量データと気象庁アメダス

降雨量での比較、単位時間当りの雨量または任

意の時間の雨量の等しい地点を結んだ線（等降

雨量線）を電子地図・地形図上にオープンソー

ス GIS 等を使用して可視化処理を行った。この雨

量解析の結果、アメダス観測点の朝倉付近では、X-
band MPレーダは、約 575mm程度の雨量情報を捉えて

いる。また、アメダス観測点の無い地点は、図 3 のア

メダス観測より図 4の X-band MP レーダの方が災害の

発生した付近の降雨量（約 675mm 以上）をより詳細

に降雨を観測していることがわかる。 
 

 
図 3 アメダス総降水量 2017.7.5 48h（気象庁） 

 

４．おわりに 

X-band MP レーダ雨量データは局所的な雨量

をほぼリアルタイムに観測可能である。従来の

C-band レーダは広域的な降雨量観測に適するの

に対し、X-band MP レーダは 観測可能エリアは

小さいものの局地的な大雨についても詳細（高

分解能）かつリアルタイムでの観測が可能であ

る。またオープンソースソフトウェア GIS 等を

使用した、X-band MP レーダ雨量データの活用

事例が確立すれば、他の予算の少ない市町村で

も導入が可能となり、市町村等の防災・減災対

策に役立つものと思われる。また、新たな C-
band レーダ MP と X-band MP レーダの合成処理

データ（CX-band レーダ雨量）の GIS を使用し

た防災情報への活用に向けて進めており、別の

機会に報告を行う予定である。 
 

 
図 4  X-band MP レーダ雨量 2017.7.5 48h 
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